不見転 観相学 桜 井 大路 

この 写真 (次 頁の) から 観た 処 では、 額、 眉、 耳 

と 何れに も 非常に 強く 反 家庭的な 相が 感じられる。 

特に 顔 全体の 大きな 特徴 を 成して いる 鼻に よくない 

相が ある。 この種の 鼻 を 持つ 人 は、 金 を 稼ぎ 出す 力 

は 持って いても、 常に 散 じて しまう 人で ある。 又、 

大変に 短気で ぁリ、 若く して 家 を 捨てて しまう 生え 

際 をして いる。 

尚、 一番 強く 出て いるの は 常識的な 人間で はない、 

という 点で 他人と は 絶対に 相容れない 人で あり、 誰 



大に 稼ぎつ つ 敗戦 後 一 貫して モ ダラの 運動 をつ づけて 

いる 参謀が いるし その 同族 同類 もい る。 

パ ー ジ 族と いうの も あるが、 パ ー ジ 族と いう ほど 育 

ちの 良い ところ はない から、 とにかく この 閑日月 は浪 

人の 風格で ある こと は 確かな ようで、 すると、 官庁 か 

大会 社で 悪い こと をして クビ になった 奴 かな ァ。 しか 

し、 単に 時の 罪人なら 新聞紙 上で 顔に ナジ ミが ある だ 

ろうし、 その 身の上 判断 なんても の を 雑誌 はた ぶんと 

りあげない。 すると、 目下、 浪人、 とにかく 理由 あつ 

て、 世 を 忍び、 目下、 苦労し てること は タシカ だな ァ_ 

技術 家 的な ところ も あるが、 技術 家 も 原子 エネ ル 



る ものではなくて、 環境 や 偶然に 左右され、 諸 条件に 

相応す る もの だ。 

犯罪の 弁論 だの 判決と いう もの も、 ここまで は 文学 

同様 常識で あり、 その上に 成り立って いるもの であろ 

、つ。 

文学 は 可能性の 探求で ある、 と 一 言に して 云いうる 

かも 知れない が、 文学に も いろいろ 流儀が あって、 性 

格の 可能性 を 探す 人 もあろう が、 むしろ 人間の 可能性 

と いう ことの 方が 大事で あり 主流と 申す ベ きであろう- 

性格の 可能性と いう ことならば、 それが 環境 や 偶然 

の 諸 条件に 支配され るに しても、 性格に 内在す る 可能 



べき 良さ 美し さに 理解で きないせ いも あろうし、 彼に 

匹敵す る 深い愛情 や、 人間の 交り は そのような 深さに 

於ての み 相 許さる ベ きこと を 知り 得ない せい もあろう _ 

私 は 人と 相容れな いどころ か、 相 容れて 困る ぐらい 

かも 知れない。 そして 私 は 昔から 少数の 目上の 人に 愛 

された ことなん か 一 度 もありませんで したよ。 

しかし、 これ は 桜 井さん の 目ガネ ちがいで はあり ま 

すまい。 性格 や 身の上の 公約数 を さがして 行く と、 そ 

うなる のが 自然で、 人生の 指針が 易断で 間に合う 人間 

に は それで 間に合う ものであるし、 桜 井さん の 公約数 

の だし 方に はソッ がな く、 その 限りに 於て 相当 合理的 



的に 男子に 従属せ ざ る を 得な いことの 必然的な も の で 

もあって、 その 意味で は 日本 だけの ものと は 限らない。 

女子が 経済的に 従属 するとい う 意味 を 押しつ める と、 

女房と いうの も 良人に サ ー ビスす る 商売 だとい う 一 面 

も ある- J と は 確かであろう。 亭主 の 気質 を のみこんで、 

ほかの 女で はでき ない 行き届いた サ ー ビス をす る。 そ 

れ だけの サ ー ビスしても、 亭主 は 外によ く、 内に わる 

くて、 よろこんだ 風が なく、 いつも ブッチ ヨウ 面 をし 

ている と 怒る の も 自然 だけれ ども、 実は 亭主と いう も 

の はそんな 無礼な ブッチ ヨウ 面 を させて くれる 女房に 

甚だ 深く 感謝し ている もの だ。 



くに 女房に 遺言状す らも 渡して いるの だ。 どの 女の た 

めよりも、 ただ 女房の 身 を 思う のが 私の 偽らぬ 心なの 

である。 それ はもう 女と いう 観念と 質の ちごう もの だ- 

そして 女房に 献身の ある 限り、 私の 気質に 変る こと は 

有りえない。 つまり 私 は 決して 私と 女房と を 平等に は 

見て おらぬ 証拠で、 女房と は 女房と いう 職業婦人 であ 

るが、 すでに カケ ガエの ない 唯一 の 職業婦人 として 他 

の 女た ちと 質の ちごう 存在に な つ ている ことが 確かな 

ので ある。 

孤独な 人間 は、 浮気で あるが、 本当に 女に 迷うな どゝ 

いう こと はない。 そして、 IS れる こと はさめ やすく、 



だけ は ハツ キリ 云えます。 

死刑囚の 閑日月と 云うよう な 妙テコ リンの 写真から 

とにかく、 こういう 判断 を 下した 桜 井さん は、 相当 健 

康で 合理的な 判断力が ある 方で、 神が かりや 邪教 的な 

要素が 少ぃ 文化 易者と 見立てる ことができよう。 

文 春 記者の 語る ところに よると (今き いたの だが) 

桜 井さん は 本人に 会つ て 声 をき くと 判断し 易い と 云つ 

て、 写真 だけで はう まく 出来ない 理由と したそう だ。 



は、 声で 一 番 よく 分る ものです。 どの 程度の 信念 か、 

それ も 分る。 まァ、 私たちに は 私たち だけの 必要が 

あっての こと だから、 声 を 判断に 利用す るの は その 程 

度に すぎない けれども、 職業に よって 利用す るに はた 

しかに 声 は 大切で、 易断の 方で は 私が 声 を 利用す るの 

と 別な 角度 や 方向が あるに 相違な い - J と は 想像が で き 

る。 

声 をき きたいと いう 桜 井さん は、 益々 易断の 合理 主 

義 者と 云うべき かも 知れない。 銀座に ふさわしい 易者 

で、 文化人に 好評 を 博す 素地 ある 人であろう。 

しかし、 その 人の 一 生 を 本当にう ごかす もの は 性格 
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